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◼ はじめに 

常任委員会は，その部門に属する事務に関して調査を行う権限を有している。 

所管事務調査は，市から提案された予算案や条例案などの議案を審査するのとは異なり，常

任委員会が自主的にテーマを設定し，調査を行うものである。 

本委員会では，令和５年６月から令和７年２月にかけて，「投票率の向上」について所管

事務調査を行った。 

調査委員 

委員長  橋  口     晶 

副委員長  上  村  臣  男 

委 員  奥  田  和  夫 

  〃     佐  伯  航一郎 

  〃     中 原 明 夫 

  〃     林 田 浩 秋 

  〃     加 藤 忠 二 

  〃     中 田 光 政 
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◼ 調査項目選定の経緯 

全国的に選挙の投票率低下が問題視される中，呉市も例外ではなく，令和５年４月

に行われた県議会議員及び市議会議員の二つの統一地方選挙において，補欠選挙を除

けば過去最低の投票率となっている。 

とりわけ，住民自治の基盤であり，合議制の住民代表機関として，地域の民主的な合

意形成を進め，民意を集約して団体意思を決定する重要な役割を有している市議会議員

選挙の投票率は低迷している。 

特に特別な事情もなく投票に行かないことは，政治に無関心であることの表れとも言え，

投票率が低下することは，市民と政治の結びつきを希薄化させ，民意が市政に反映されに

くい状態となる。また，投票率を向上させることは，政治不信の払拭にもつながることから，

本委員会では，「投票率の向上について」を所管事務調査のテーマとして調査研究をするこ

ととした。 
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◼ 調査の経過 

 

委員間討議（調査項目の選定） 

各委員がそれぞれ調査項目について提案し，協議を経て，「投票率の向上」について調査する

ことに決定した。 

 

委員間討議（呉市の取組状況確認） 

調査項目について，呉市における現状の課題や問題点等の確認を行った。 

 

県外視察 

【茨城県つくば市】 

つくば市では，全国に先駆けてスマートフォンやパソコンからの投票を可能とするインターネット

投票の導入に取り組んでいる。これは，移動が困難等により投票に行きたくても行けない方や，

投票に行く習慣のない若年層を投票行動に結びつける有効な手段であり，既に学校での生徒

会選挙や，１万人を超える規模の模擬住民投票での実証実験が行われている。投票に際し

ての本人確認として，マイナンバーカードと顔認証等の生体認証を用いることから，なりすましや

偽造を困難とし，投票の秘密保持や改ざん防止についても，暗号化技術を活用することでセキ

ュリティーを確保する仕組みとしている。しかし，導入に向けての運用検討や技術的対策などは

進む一方で，インターネット投票を実施するための公職選挙法の規制改革には時間を要するこ

とから，実際の選挙への導入時期は未定となっている。 

そこで，現在の法規制の範囲内で投票環境の向上を図るため，障害者や移動等が困難な

方を対象に，事前の希望申出により自宅付近が投票所となるオンデマンド型移動期日前投票

所の導入を進めており，来年10月に予定されている市長及び市議会議員選挙での実施を目

指している。 

インターネット投票の実現に向けて，国と現行の

公職選挙法の規制改革に取り組みつつ，できる範

囲から段階的に投票を行っていない方への投票手段

の創出や支援を進めており，これらを導入することで

投票率が向上するものと考えている。 

 

令和５年６月23日 

令和５年○月○日 令和５年８月21日 

令和５年10月31日～11月２日 
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【東京都文京区】 

文京区は，令和４年７月の参議院議員選挙における投票率が65.1％で，有権者が10

万人以上の全国の市区町村で第１位となっている。高い投票率の要因については，投票行動

による意思表示の機会を逃さない意識の醸成や，税金の使い道を決める政治家を監視する意

識が高いためと分析されている。 

選挙に対する意識が高いことの背景には，多様で充実した啓発活動があり，特に近年の選

挙では若年層の投票率が伸びており，地道に続けてきた啓発の効果が数字上に表れている。

若年層に対する啓発活動としては，新有権者を対象とした投票の方法や選挙の豆知識などを

まとめた小冊子の送付や，若年層で構成する啓発グループを組織して選挙啓発事業の企画及

び実施，区内大学の学園祭で模擬投票やクイズを実施するなど，少しでも政治や選挙を身近

に感じてもらえるように取り組んでいる。 

また，文京区明るい選挙推進協議会の委

員が編集する啓発機関紙を年２回発行した

り，選挙に関して区民と意見交換をする座談

会を開催するなど，選挙管理委員会が他の組

織と連携したり，区民を巻き込んだ施策を実施

することで，より効果的に選挙に対する意識の

醸成を図っている。 

 

【東京都武蔵野市】 

武蔵野市では，啓発活動において，将来の有権者に向けた働きかけに取り組んでおり，小

学６年生向けに選挙啓発冊子を作成・配付したり，高校生への出前講座や模擬投票の実施

など，早い段階から選挙に触れてもらい，継続的に主権者教育を行うことで，投票権を得た際

には，自然と投票行動を起こせるように意識づけを図っている。実際の投票率を分析すると，他

都市と比べて，特に若年層の率が高いのが顕著であり，長期間による啓発活動が一定の効果

を上げている。 

他にも，投票済証のデザインに，児童・生徒が

描いた明るい選挙ポスターのコンクール受賞作品を

採用したり，明るい選挙推進協議会と連携し

て，祭りなどのイベントでファミリー層向けの模擬投

票を実施したり，障害者部会が主催するイベント

に協力して障害者の方に選挙を体験してもらうな

ど，有権者に限らず，より多くの市民にとって選挙

が身近なものとなるように取り組んでいる。 
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委員間討議（県外視察の振り返り） 

県外視察を振り返り，各委員が気づきや感想などを述べ，それぞれの考えを共有した。 

 

12月定例会本会議において視察報告 

県外視察の報告を行った。 

 

 

選挙に関するアンケートを実施 

投票率の向上において，若年層を投票行動に結びつける施策は不可欠であることから，まず

は，現在の若年層の選挙に対する意識や実態を把握し，これから施策を検討するに当たっての

参考資料とするため，広島国際大学，広島文化学園大学，呉工業高等専門学校，海上

保安大学校の学生にアンケートを実施した。 

 

委員間討議（今後の流れの確認） 

今後の所管事務調査の進め方とスケジュールについて共有した。また，先進事例の調査研究

のため，本年度の県外視察として，東京都杉並区にある認定ＮＰＯ法人カタリバ，東京都狛

江市，滋賀県長浜市を視察することに決定した。 

 

委員間討議（県外視察に向けて） 

県外視察について，視察先における取り組みの概要を委員長が説明した。その後，呉市が抱

えている課題や問題点を把握した上で視察に臨むため，意見交換を行った。 

 

【認定ＮＰＯ法人カタリバ】 

認定ＮＰＯ法人カタリバでは，「私一人が投票したところで，どうせ何も変わらないよ」という若

者の思いに対し，単なる選挙啓発だけではないアプローチが必要だとして，「みんなのルールメイ

キング」という取組を推進している。「みんなのルールメイキング」は，学校にある校則やルールにつ

令和５年11月６日 

令和５年12月15日 

令和６年６月３日 

令和６年６月21日 

令和６年７月10日～７月12日 

令和６年１月９日～２月12日 
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いて，生徒が主体となり，教員や保護者，地域の方など様々な立場の人と対話をしながら，

納得解をつくる取組である。最終的なゴールは，校則を見直すことではなく，子供たちにとって身

近な社会である学校で「自分たちの社会は，自分たちで作ることができる」という手応えを感じさせ

ることである。 

そして，「自分の意見には価値がある」という実感は，民主主義の一員として，地域やまちの

つくり手になる意識を醸成することにつながるとして，現在，この取組は，全国400校以上の学

校や自治体に広がっている。広島県では７校の学校が取り組んでおり，呉市においては，広島

県立呉三津田高等学校と広島県立音戸高等学校が取り組んでいた。また，安田女子中学高

等学校において，この取組を行う前と行った後のアンケートで，「自分の意見には価値があると思

う」「社会をよりよくするため，社会問題の解決に関与した」「将来，選挙で投票に行こうと思う」

などの全ての項目が増加している。 

 「みんなのルールメイキング」は，経済産業

省の未来の教室の実証事業に採択されてい

る。学校は民主主義社会を支える重要な土台

となる場所であり，子供の権利である意見表

明権は保障されるものであるという理念を基に

取り組まれている。 

 

【東京都狛江市】 

以前から障害者の投票環境の整備に取り組

んでいる狛江市は，この春の統一地方選挙で

行われた市議会議員選挙で，全国で初となる

障害者の投票率を調査しており，市内で障害

者手帳を持つ有権者の情報と，市議会議員

選挙で投票した人の情報とを照合し，投票率

を分析している。その結果，障害者の投票率

は46.9％で，狛江市全体の投票率が50.7％であったのに対し，3.8ポイント低い結果であった。
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大差は無いと思われるが，この調査は障害の種別ごとにも行っており，分析すると課題が見えて

きた。 

   

 

 

 

 障害別に投票率が高いほうから見ると，精神障害者が50.4％，身体障害者が47.5％，

知的障害者が37.7％であり，障害者全体の投票率の46.9％と比較すると，知的障害者の

投票率が10ポイント近く低い結果となっている。 

 

 

 

そして，知的障害者の障害の程度を表す等級別に見ると，等級が４度の人が46.9％，３

度の人が36.1％，２度の人が18.9％，１度の人が6.6％であり，程度が重くなるほど投票率

が低くなっている。また，身体障害者のうち，手足や体幹に障害がある肢体不自由の人について

は，最重度の人では投票率が25.8％であり，狛江市全体の投票率の約半分である。 

狛江市では，既に代理投票カードを独自に作成・配付するなど，障害者に分かりやすく伝え

ることによって，選挙へのハードルを低くし，投票しやすい環境を整える必要があると考えていたが，

今回の調査結果で，知的障害者や肢体不自由の人の投票率が特に低かったことが判明し，

今後は障害者それぞれの状況に応じた対応を検討するとのことであった。 

また，これらの取組を推進しているのが，狛江市の元福祉保健部長で，現在は，総務省の

主権者教育アドバイザーでもある副市長である。当副市長は，障害者のみならず，誰もが投票

できる環境の土俵づくりとして，意見表明を行える主権者の育成を図ることも重要と考えており，

狛江市では，議会や選挙管理委員会ではなく，こども家庭部が，こども議会と称して主権者教

育を推進している。 

狛 江 市 議 会 議 員 選 挙 の 投 票 率（2023年） 

市 全 体 障 害 者 全 体 

50.7％ 

46.9％ 

精神障害者 身体障害者 知的障害者 

50.4％ 47.5％ 37.7％ 

知 的 障 害 者 の 等 級 別 投 票 率 身 体 障 害 者 

４度 ３度 ２度 １度 最重度の肢体不自由 

46.9％ 36.1％ 18.9％ 6.6％ 25.8％ 
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【滋賀県長浜市】 

長浜市では，令和４年２月執行の市長選挙から，市内のどの投票所でも投票できる共通

投票所制度を導入している。この制度は，通勤や買い物，ちょっとしたお出かけなどの合間に，

立ち寄りやすい投票所で投票ができ，また，付き添いが必要な高齢者や子供連れの方なども，

状況に応じて，投票場所を選べるようになっている。 

この共通投票所は，小学校区に１つの投票所を設置することを基本とした36か所と商業施

設１か所の合計37か所に設置されている。小学校区を基本としたため，近隣の投票所がなくな

った地域があるが，投票所までの移動支援として，事前申請によるバス・タクシーの送迎が行わ

れている。 

 

共通投票所におけるネットワーク環境では，独立したシステムを活用することにより，庁内ＬＡ

Ｎへの影響を回避し，セキュリティを確保している。そのシステムを導入する際に係る経費について

は，以下のとおりである。共通投票用のサーバの費用については，国からの補助で対応しており，

導入に係る費用については市が負担しているが，選挙に携わる人件費は約1,000万円削減さ

れている。 

共通投票用サーバと投票所の端末の間で，ネットワーク障害が発生した場合は，共通投票

所の閉鎖及びオフラインによる運営に切り替えが行われる。オフライン運営に切り替わった場合は，

事前に準備している暗号化した選挙人名

簿（ＵＳＢメモリに保存）を利用し，障

害発生時用の専用プログラムで受付を行う

などの対策がされている。 

 

 

主な経費 

システム導入費 約4,100万円 ネットワーク構築費 約600万円 

当日投票所用ＰＣレンタル料 約250万円 保守料 約80万円 

専用回線利用料 約50万円   
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委員間討議（県外視察の振り返り） 

県外視察を振り返り，各委員が気づきや感想などを述べ，それぞれの考えを共有した。 

また，所管事務調査を進める上での論点を，「共通投票所」，「主権者教育」，「投票支援」

とした。 

 

 

９月定例会本会議において視察報告 

7月の県外視察の報告を行った。 

 

 

選挙に関するアンケートを実施 

高校生の投票意識や実態を把握するため，市内の高等学校10校（呉三津田高等学校・

呉宮原高等学校・広高等学校・市立呉高等学校・呉商業高等学校・呉工業高等学校・音

戸高等学校・呉南特別支援学校・呉青山高等学校・呉清水ヶ丘高等学校）にアンケートを

実施。 

 

 

議会報告会 

音戸高等学校で議会報告会を行った際，高校生からの質問に回答をする以外にも，総務委

員会から若者の投票行動についての質問を投げかけ意見交換を行った。 

 

 

委員間討議（提案事項に向けて） 

これまでの委員会で出た主な意見をまとめた資料を基に，提案事項の方向性の確認や意見を

出し合った。 

令和６年７月30日 

令和６年9月25日 

令和６年11月７日～令和７年１月31日 

令和７年11月18日 

令和６年11月７日 
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委員間討議（課題等について確認） 

選挙管理委員会事務局次長，行政改革デジタル推進第２課長と共通投票所について，課

題の確認や意見交換を行った。 

 

委員間討議（高校生のアンケート結果をもとに協議） 

高校生のアンケート結果をもとに協議し，全体の最終的な論点をどこに置いて提案するかにつ

いて協議した。協議の結果，「共通投票所」，「主権者教育」，「投票支援」の３点を論点と

することとした。 

 

委員間討議（提言内容の確認） 

各委員が出した意見をまとめた提言内容案の確認を行った。 

 

委員間討議（報告書の確認） 

各委員が出した意見を正副委員長が取りまとめた報告書案について，内容の確認を行った。 

 

 

 

令和６年12月６日 

令和６年12月12日 

令和７年１月16日 

令和７年２月６日 

令和７年３月25日 
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◼ 委員から出された主な意見・提案 

 

・ 投票所を著しく減らすことは望ましくはないが，一方で，効果的な場所の設置は検討の余

地がある。  

・ 市民が集まる場所に投票所を設置することは，市民の生活に寄り添った効果的な手法で

あると考える。また，設置場所は商業施設が望ましいが，より市民に身近であり，かつ市内

に点在しているスーパー，あるいは，選挙以外にも利用ができるスペースを，現在開発中の

駅前エリアで設け，そこで実施するというのが，今後，呉市の中心となる施設において，共

通投票所として合理的な設置場所になるのではないか。 

・ 実際の効果や利用率について，実証実験による検証を行った後に導入してもよいのでは

ないか。 

・期日前投票所の18か所は，システム的には整っているため，共通投票所にする場合は，

システムさえできれば，できるのではないか。 

・スクラップアンドビルドの考え方や費用対効果を鑑み，投票所を集約し，市民が集まる場所

に共通投票所を設置したほうが安く上がり，投票率も上がるのではないか。 

２．避難所の環境整備 

・ 若者が率先して政治に関わることは大切であるため，その投げかけを一層行っていかなけ

ればならない。また，投げかけで終わらず，若者の意見表明・意見を反映できる場を提供す

ることも重要である。その際は，意見表明・意見を反映できる場についての主権者教育計画

等の策定が必要になってくるのではないかと考える。 

・ この主権者教育の充実を図る上で最も重要なのは，議会や選挙管理委員会事務局だ

けで検討するのではなく，執行部内等での横断的な連携が必要と考える。 

・ 若者たちに自分たちの声が呉市に届いた，届くことができると感じてもらうことは，社会参

画の土壌を整え，将来につなげていくことになると考える。 

 

１. 共通投票所について 

   

 

 

２. 主権者教育について 
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２．避難所の環境整備 

・ 既に，SNSを使用した投票促進であったり，大学進学等で呉市から離れた有権者に対

する不在者投票の案内等を呉市ホームページで公開されているが，LINE・X・ホームページ

は，自ら呉市のアカウントを登録ないしは検索を行わなければ，その情報は届かない。 

・ 選挙に興味がない層は，登録も検索も行わないため，投票率の向上を図るには，この

選挙に興味がない層に，どれだけ情報を届けるかが重要であると考える。 

・ 視察先である東京都狛江市では，情報のバリアフリーという全ての人が必要な情報を適

時に，かつ適切に入手できることが重要であるという考えの基，その人にあった手段・方法で，

選挙や投票の情報を周知していたことから，呉市においても，どのような人であっても，選

挙・投票に参加できる情報の周知と環境整備を整えることは目指していくべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 投票支援について 
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■ 提言・まとめ 

市議会は，住民自治の基盤であり，合議制の住民代表として，民意を集約して団体意

思を決定する重要な機関である。 しかしながら，本市における呉市議会議員選挙の投票率

は，回を重ねるごとに低下しており，国政選挙や県議会議員選挙等においても投票率が低

迷している状態である。 

「投票」は，主権者として政治に参加する最も重要で基本的な権利である。 今後，市民

の投票行動をより一層促進するため，次のとおり提言する。 

 

１．共通投票所について 

「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」による情報システムの標準化に対応

するため，令和７年度末までに標準化システムで導入する「選挙人名簿管理システム」の運

用状況の確認を待つ必要があるなど，早期に共通投票所を設置することは現実的ではないと

思われるが，共通投票所を設置する準備等は必要であると考える。  

普段，あまり立ち寄らない市役所や市民センター等ではなく，商業施設，スーパー，駅の

近くなど，生活に寄り添った場所で投票を行えるならば，市民の負担軽減につながり，より投

票に行きやすくなる。 まずは，市民に寄り添った場所で期日前投票所の実証実験を行い，

得られたデータを基に共通投票所の設置，または期日前投票所の拡充について，分析・検

討を進めることを要望する。 

 

２．主権者教育について 

呉市内の高校生に行ったアンケート調査では，投票に行かない理由として，「自分たちの

意見は届かない」，「どうせ言っても無意味だ」，「若者の意見より高齢者が優先される」という

回答が上位を占めた。 

このことから，若者の政治に対する諦めや無関心になっている現状を改善しなければ，将

来にわたり，投票率の向上はより一層厳しいものとなるため，若者の意見を表明でき，反映

できる仕組みづくりを行い，若者が持っている諦めや無関心の思いを希望に転換できるような
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取組を進めることを要望する。 その際は，関係部局と連携し横断的な組織体制で進めてい

ただきたい。 

 

３．投票支援について 

大学進学等で市外に出ている場合や仕事等で航海に出ている場合，あるいは障害のため

投票が困難である場合や，ひきこもり，介護，妊娠等，様々な状況にあっても，全ての市

民に選挙・投票の情報が届き，平等に投票機会が得られなければならない。 そのためには，

市民の状況に合わせたアプローチや投票方法・投票環境を検討し，選挙・投票に関する情

報をあまねく市民に確実に周知することを要望する。 さらに，初めて投票を行う18歳に向けた

投票方法の情報については，丁寧に周知していただきたい。 

また，「選挙の豆知識」を現代に合わせて刷新するとともに，ＬＩＮＥ・Ｘ・ホームページ

等からの情報発信では，カテゴリーを設けるなどして市民が情報を探しやすく，分かりやすい内

容に見直すことを要望する。 

市民の状況に合わせた投票においては，投票環境も重要である。高齢者・障害者等が安

心して投票できるような支援のある環境・整備を要望する。 



若者の投票意識のアンケート調査結果（最終） 

 

 

■ 参加校 

※市立呉高等学校は、全校生徒数(451 名)を超えているが、 

他校が間違えて入力した可能性があるため、参考数値として記 

載した。 

 清水ヶ丘高等学校、呉青山高等学校は、議会報告会が 

終了して間が空いて依頼したためか、回答者数が少ない。 

  

 

■ 居住エリア 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 年齢 

 

                                              

 

                                              

 

 

 

清水ヶ丘高等学校 29 

呉青山高等学校 1 

音戸高等学校 58 

呉工業高等学校 60 

呉南特別支援学校 13 

呉宮原高等学校 139 

広高等学校 264 

呉商業高等学校 102 

市立呉高等学校 ※481 

呉三津田高等学校 244 

合計 1391 

中央エリア 268 

宮原・警固屋エリア 48 

東部エリア 

（阿賀・広・仁方・郷原） 

542 

昭和エリア 120 

天応・吉浦エリア 76 

音戸・倉橋エリア 74 

川尻・安浦エリア 70 

安芸灘エリア 

（下蒲刈・蒲刈・豊浜・豊） 

16 

市外エリア 177 

合計 1391 

１５歳 89 

１６歳 468 

１７歳 443 

１８歳 384 

それ以上 7 

合計 1391 

中央 

東部 昭和 

市外 

宮原・警固屋 

天応・吉浦 

音戸・倉橋 

川尻・安浦 

１５歳 

１６歳 

１7歳 

１８歳 

それ以上 



■ Q１：選挙権が１８歳からになったことは知っていますか？ 

                                            

 

はい 1371 

いいえ 20 

合計 1391 

 

 

 

 

 

■ Q２：10 月 27 日(日)に行われた衆議院議員選挙には行きましたか？ 

   

１８歳以上の 93%が選挙に行っていた。                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ Q３：Q２の選挙はどこで知りましたか？ (複数可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           ※ その他では、選挙ポスターや選挙の 

                                              掲示板、選挙カー、町内放送、 

                                              送られてくる投票用紙、など 

１８歳 384 

それ以上 7 

合計 391 

選挙に行った人 364 

１ テレビ 874 

２ 家族 443 

３ 学校 260 

４ 新聞 111 

５ 友達 96 

６ X 92 

７ YouTube 80 

８ TikTok 57 

９ その他 53 

10 Instagram 31 

11 Threads 8 

行った人 行っていない人

はい いいえ

99% 

9３% 



■ Q４：投票を行いたいと思いますか？ 

 

はい 1137 

いいえ 254 

合計 1391 

 

                                                          ※ (別紙１) に 

「はい」「いいえ」の意見を抜粋 

 

 

 

 

 

 

■Q５：若者が選挙に行かない理由は何だと思われますか？ (複数可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

             ※（別紙２）にその他の意見を抜粋。 

 

1 立候補者の情報が分からず選びようがない 598 

2 投票したって何も変わらない 587 

3 政治家が身近ではない(接点や交流がない) 424 

4 まわりに誰も行かないから 270 

5 その他 ※ 107 

6 投票所が遠い 83 

７ 投票方法が分からない 91 

8 投票所が分からない 63 

はい いいえ

82% 

18% 

0 100 200 300 400 500 600

投票所が分からない

投票所が遠い

投票方法が分からない

その他

まわりに誰も行かないから

政治家が身近ではない(接点や交流がない)

投票したって何も変わらない

立候補者の情報が分からず選びようがない



■Q６：若者が選挙に行くようになるためには、どんなことが必要・あったらいいなと思われますか？ (複数可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ※ （別紙３）にその他の意見を抜粋 

 

 

 

■Q7：『あなた』や住民の声を届ける方法として、「請願」(まちの問題・生活の困り事などについて意見や 

希望を表明すること)があります。あなたは「請願」をしてみたいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

                                          ※(資料４)に「はい」「いいえ」の理由を抜粋 

                                           

 

1 気軽にどこでも投票できる環境 593 

2 立候補者の情報 579 

3 選挙に関する情報の周知 429 

4 誰もが主権者なんだという意識 314 

5 授業による選挙の疑似体験 292 

6 その他 ※ 88 

はい 725 

いいえ 666 

合計 1391 

はい いいえ

0 100 200 300 400 500 600

その他

授業による選挙の疑似体験

誰もが主権者なんだという意識

選挙に関する情報の周知

立候補者の情報

気軽にどこでも投票できる環境

52% 48% 



Q４：投票を行いたいと思いますか？

「はい」の意見

1 投票することで自分の考えを示すことができると思ったから。

2 自分達の未来を明るくするため

3 少しでも生きやすい社会になってほしいからです。

4 呉市をより良い街にしてもらいたいから。

5 少しでも政治に協力したいから

6 自分が投票することで少しでも日本が良くなればと思ったから。

7 自分の意見が反映されてほしいから。

8 自分の思う政策に近い人を自分で選んだ方がより良い暮らしに繋がると思うからです。

9 若者の意見を言っていかないと生きやすい世の中にならないと思うから

10 政治に関わりたい

11 政治に参加することで自分の生活をより良いものにするため

現在の日本では年配の方々の投票の割合が多く偏った政治になっていると思うので

投票してどの年代にも平等な政治に近づけたいと思ったから。

また、今回の広島県の選挙での投票率が全国で最低だったと知り来年は自分も

投票して政治などに関わりたいと思ったから。

この失われた30年を変えるには、選挙で票を集めて新しい政治を始めることでしか

日本は変われないから。

14 たかが一票、されど一票

15 自分の意見を言わないとよくならないから

16 少しでも政治に関わって日本の未来を決める一員になりたいから

17 参政権を得ることで自分も政治に積極的に参加したいと思ったから。

18 私たちの暮らしが大きく変わる原点になるから

19 若者の投票率が低いのと、自分の一票で国を変えられるなら変えたいと思うから。

20 今後の呉がかかっているから

21 若者の投票率が上がれば、若者向けの政策が重視されるようになると思うから。

22 政治に参画していないのに政治を批評することはできないと思うから。

今、選挙の投票では、若者の投票率が著しく低下している。それによって

老人中心の政治にないることを防ぐため。

若者の投票率が向上するだけで、政治家たちが支持率を向上させるための政治として、

若者をターゲットとした政策も更に増えると思うから。

25 自身の目で見てまともな人間を識別しないといけないと思ったから

今は学生でもいずれは社会に出て働いたり、今よりも大きな買い物をしたりと

政治や経済が身近になっていくのだから、主権者として生活しやすい環境に

してもらう必要があるから。

12

13

23

24

26

別 紙 １



自分が住んでいる国に少しでも関わりたいし、自分の意見を反映させる

唯一の機会だから

28 今後の社会をつくる若者の意見が反映されたほうがいいと思うから。

若者の投票率が悪いことから、票が欲しいだけの政治家さんにとっては、

老人に対して有利な政策を立てるようになります。そうなると若者が投票に

行かなくなり、老人にとって、、と悪循環です。だから今ここで、

正直誰がいいとかわからないけれど、若者が票を入れることで、

｢若者の票を獲得できるなら若者に対していい政策を立てよう｣と

そう思える政治家が増えて欲しいから。

ひとりが投票するのにかかっているお金が数万円で、

投票に行かなかったらそのお金が無駄になってしまうと聞いたから。

31 自分の意見を反映した社会に住みたいから

32 社会を変えるためには自分たちが動かないと何も変わらないから。

33 変な人が選ばれて日本が終わってしまうのを防ぐために

34 自分たちの投票で日本の政治が変わると言っても過言ではないような気がするので。

35 自分の考えが多少は国のためになるから。最終的には自分のためになる。

36 腐った世の中を変えるため

自分も投票という形で政治に参加したが、自分の思いが政治に

反映されるとは思わない。

年齢別の投票総合数の有利不利はあるものの、行かないよりはまだいった方が

変わるチャンスがあると考えているから。

普通会社でやったら速攻で馘首になることをやって自民党が何でのうのうと

仕事してんの？と思ってこれからは共産→れいわの時代だと思って

投票会場に向かった。

現在の上に立つものが性根の腐った人ばかりだから、私の1票を、日本を

良くしてくれる人に投票したいと思ったから。

41
税金は高いし、物価も高いしで、生活がきついと感じることがあるから、そこをなんとかし

て欲しいから。

42

地域にしろ国にしろ、自分たちの生活に密接に関わっていることは明白。少しでも自分の生

活が良くなるように、もっといえば自分が得をできるようになって欲しいから。あとは、

せっかく持てている権利の一つなんだから、使わないと損になると思ったから。

43 議員を自分たちで決めたいから。

44 若者に利益があるようなことをして欲しいから。

45
石丸市長に詰められる年配議員を見て、若者が選挙に行かないとそんな人が増えていくん

じゃないかと思ったから。

46 若者の投票率が低いため、少しでも投票率を上げたいから。

47
高齢者の投票率が高く、若者の声が通りにくいことから、若者が投票する必要性を感じてい

るから。

48 自分のやって欲しいことに近い目標を立てている人に、議員になって欲しいから。

49 行かないと年寄り向きの政策ばかりになるから。

40

27

29

30

37

38

39



50
賛成する意見がなくても、若者も選挙参加することで、若者に良い改革？が出てくるんじゃ

ないかなーと思うから。

51 国を良くするために、自分1人の意見でも投票した方がいいと思うから。

52

地域にしろ国にしろ、自分たちの生活に密接に関わっていることは明白。少しでも自分の生

活が良くなるように、もっといえば自分が得をできるようになって欲しいから。あとは、

せっかく持っている権利の一つなんだから、使わないと損になると思ったから。

53 悲惨な未来になってほしくないから。

54 自分達で政治を決める為。

55
投票することで若い世代の投票率も上がるし、投票しないと投票率が多い高齢者に好印象な

政策ばかりがとられてしまうから。

56
国民が投票に対する意識を持っていないと、将来の若い世代から高齢者の方まで非常に問題

がある政策を提案する政党が採用される場合があるから。

57 自分たち若者が投票しないと老人中心の方針などになって、若者が生きにくくなるから。

58 自分の未来のことにも関わることだから。

59 自分の意見で社会を変えられる可能性があるから。

60 高齢者が投票をすることによって、高齢者に寄り添った社会になるから。

61 意見を政治に反映させたい。

62 投票しないことで、変な人になってほしくないから。

63 国に貢献したい。

64 一度は経験として行っておきたい。

65 自分の意見で社会を変えれる可能性があるから。

66 変な人に選ばれてほしくないから。

67 行った方が社会に参加できていると実感できるから。

68 選挙に行かずに政治について話すのは好ましくないと思うから。

69 自分も納得の上なら不満はないと考えたから。

70 昔の人が勝ち取ってくれた権利だからです。

71 家族が政治に興味があるため、それに影響を受けたから。

72
今､選挙に行く人が少なくなっているから、自分から進んでやって、周りにも選挙に行く習

慣をつけたいと思ったから。

73 自分の国のことなので、投票することは大切だと思うから。

74 代表者は自分で判断したいから。

75 自分の未来を決める大事なことだから

76 今の政治に満足できていないため。

77
少しでも自分の意見は投影してほしいし、行きもせずに文句ばかりいう連中と同じにはなり

たくないから。

78 未来ある日本政治をしてほしいから。

79 政治に積極的に参加したいから。

80 自分がなって欲しいと思った人に投票したいから。

81 授業でしたから。

82 自分の意見が政治に反映するから。



83 投票率を高めたいから。

84 行かないより行ったほうがいいと思うから。

85 自分の意思が少しでも政治に反映されるため。

86 政治経済の授業で、若年層の投票の大切さを知り、選挙に興味を持ったから。

87 選挙はみんなで決めることだから。

88 投票に行かないと若者の意見が反映されないと思うから。

89 いい日本になるかもしれないから。

90 自分の意見で社会を変えれる可能性があるから。

91 自分一つの意見が日本の政治に関わってくるから。

92 呉をよくしたいから。

93 自分たちの一票で選挙に大きな影響を与えるのかなと思ったから。

94 自分の住んでいるところのことだから。

95 一票でもこれからの未来を決めれるかもしれないから。

96 自分の意見が反映され、自分のなってほしい日本に近づくかもしれないから。

97 自分の将来のために。

98 住みやすい暮らしをするために必要なことを考えてほしいからです。

99 投票していないのに賛否両論を言うのは違うと思うから。

100 自分がいいなと思った人が選ばれてほしいから。

101 自分の一票で結果が変わることもあるから。

102 自分の町は自分の思うような街になってほしいから。

103 自分の一票で何か変わるんなら行きたいと思ったから。

104 投票に行く人が少ないから。

105 せっかくある投票権を無駄にせず、少しでも関わっていきたいから。 

106
総理大臣が誰になっても批判する人がいるから、批判しないように自分で代表を決めるべき

だと思うから。

107 投票の大切さについてこれまで教えられてきたから。

108 呉の未来を明るくしたいから。

109 自分たちにかかわることだから。

110 将来にかかわることだから。

111 自分の住んでいる地域が良くなるなら、自分で投票しに行きたいから。

112 自分の一票で未来が変わるかもしれないから。

113 自分の意志を表示するのは大事だから。

114 自分が住んでいるところだから。

115 自分たちの将来を決めるうえで大事だと思ったから。

116
変わってほしいと口で言うだけではなく、自分たちができる限りのことをやって街をよくし

ていくべきだと思うから。

117 自分の意見が伝わってほしい。

118 自分の住むところは自分の意見を言いたいから。

119 せっかく選挙権があるのなら自分の考えを伝えたい。



120 生活をより良くするために大切だと思うから。

121 自分の投票によって国がより良いものになると思うから。

122 自分たちの投票によってこれからが変わるから。

123 自分たちの暮らしのことだから。

124 貢献したい。

125 投票率が限りなく少ないから。

126 日本を変えたいから。

127 家族が政治に興味があるためそれに影響されて、行きたいと思う。

128 自分たちで代表者を決めたいから。

129 自分の意見が少しでも反映されると思ったから。

130 自分の住む国のことなので，投票することは大切だと思うから。   

131 自分が手に入れた権利だから。

132 政治に参加したいから。

133 自分たちの生活に関わる大切なことだから。

134 若者が行かないといけないことは知っているから。

135 自分の未来は自分で動かないと決めれないから。

136 若者に有利な政策を進める人がいなくなるから。

137 若者の意見が必要だと思うから。

138 まず、選挙に行かないと何も変わらないから。

139
自分の生活する社会に関わることだし、自分の意見を言う一部でもあるので大切だと思うか

ら。

140 選挙に行くことは、これからの自分のことにもつながると思うから。

141 高齢者が票を入れるほど、高齢者に寄り添った社会になるから。

142 自分で決めたほうが責任が持てるから。

143 現在の社会を変えることができるかもしれないから。

144 いい日本になるかもしれないから。

145
18歳以上じゃないとできないと聞くと、特別感があるし、自分自身未成年ではなくなったと

実感すると思うから。

146 私たちの1票で日本が変わるかもしれないから。

147 行ったことないから。

148 投票が通らんにしても、自分でどういう人がいるのかを見て、投票するべきだと思うから。

149 成人として政治のことは知っておきたいと思うからです。

150 個人的に今の政治の状態が良くないと思うから。

151
自分たちがより良い生活を過ごすためには、自分たちでこれからの未来を決めないといけな

いから。

152 政治に関わった方がいいと思うから。

153 せっかくの機会と権利を無駄にしたくないから。

154 若者の投票率が低いから。

155 政治に関心があるから。



156
国を変えるのは政府だけど元は国民だから。国の考えに納得いかないなら、国民が動かない

と意味が無いと思うから。

157 義務だと思うから。

158 自分の意見を政治に反映させたいから。

159 自分にとっていい政策を行なってくれる人に当選して欲しいから。

160 自分らの未来かかっとるから。

161 日本の明るい未来や、よりよい国にするためにも、一人ひとりの投票が必要だと考えるから。

162 呉市に住んでる住民の一人として、選挙に行くべきと感じているから。

163 自分がいいなと思う人についていきたいから。

164 いま投票に参加する人が少ないと聞くから。

165 自分の住む国のことだから。

166 自分で考えて決めた人に入れてみたいから。

167 自分の一票が一つの意見として反映されて欲しいから。

168 18歳から投票できるというのが特別感があって行きたくなるから。

169 一票が大切だと思うから。

170 日本がよりよくなるような政治をする人に任せたいから。

171 国民民主党の玉木さんが好きだから。

172 今までの政治を見て一票一票が大事だと思ったから。

173 若者に利のある法案や政策も提案してほしいから。

174 行かない理由が無く、ただ行きたいし支持政党もあるから。

175 政治に参加してみたいと思うから。

176 政治に自分の意見が反映されると思うから。

177 政治経済に興味があるから。

178 一人の国民として政治参加をするべきだと思ったから。

179 若者の投票率が減ってきているから。

180 選挙は国を良くするために、私たちのリーダーとなる人を自分たちで選ぶため。

181 政治にかかわりたいから。

182 日本の政治を支えるため。

183 自分の一票で何かが変わるかもしれないから。

184 今の政治が信用できないから。

185 一票一票が大切だから。

186 地域に貢献しないといけないから。

187 他人事ではないと思ったから。

188 これからの生活に大きく関わるから。

189 政治にかかわることができる場だから。

190 社会をよりよくするためには必要だから。

191 １票を大切に！投票してないと文句も言えないから。

192 自分たちが決めないといけないから。

193 周りの人が投票しに行っているから。



194 自分たちの将来の運命を託す人たちだから。

195 日本国民としての義務だから。

196 積極的に政治に参加したいから。

197 自分達が選んだ人によって選ばれるため。

198 より良い社会にするため。



Q４：投票を行いたいと思いますか？

「いいえ」の意見

みんな同じようなこと言って誰になっても変わらないと思うし、

裏金問題とか色々あるし、悪い面が多く見られるから。

2 政治に興味がないから

3 めんどくさいから

4 面倒だし誰がどのようなことをするのかよくわからないから。

5 全く知らない人なのに信頼できるかできないかなんて自分には判断できないから。

6 俺の1票で何かが変わるわけでもないし、行くのが少々めんどくさい

自分勝手な話だが、選挙のためだけに(塾の帰りとかならまだしも)わざわざ外出して、

選挙の会場まで行くというのが面倒臭く感じられるから。

8 行ったところで若者と高齢者の割合をみると若者の意見が反映されにくいから。

僕が投票した人が仮に当選したとしても何も変わらないと思うし、

僕は今の日本の政治家が腐っているので何をしても無駄だと思うから。

10 選挙の投票のしくみやだれに投票したらいいのか分からないため。

11 正直誰でもいいしどうでもいい。誰がやったって変わらない。

12 時間がない。

13 意思表示が大切なのはわかっているけど、面倒だと感じるから

14
誰が政治をしても変わらないから。仮にこの人がいいと選んだとしても、自分の一票じゃ

当選しないから。

15 自分で変える実感が無い。個人的に引越しをするのでモチベーションがない

16 政治を知らないから。

17 選挙の仕組みがよくわからないから。

18 どんな政党があるか知らないから。

19 どうせ変わらないから。

20 興味がないから。

21 政治についてよくわからないから。

22 政治の人のことを信用できないから。

23 めんどくさいから。

24 正直なところそこまで興味を持てない。

25 普段からニュースをみなくて、政治について知らないから。

26 良く意味が分からないから。

27 投票にいくのに時間がかかるから。

28 よくわからないから。

29 興味がない。

30 政治に詳しくないから。

31 めんどくさいから。
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32 時間がない。

33 政治や議会についてよく知らないから。

34 政治についてよく知らないから。

35 行く気にならない。

36 面倒だしどこで投票するかもわからないから。

37 あまり政治などに興味がわかないから。

38 今はまだ理解しきれてないから。

39 めんどくさそう。

40 あんまりよくわかってないから。

41 遠い。

42 よくわからないから。

43 自分は政党のことを理解できていないから。

44 大学が県外だから。

45 選挙の知識がないし、めんどくさいから。

46 めんどくさい。

47 別に行きたくないから。

48 政治の人をあんまり信用できないから。

49 政治に関することがよくわからないから。

50 めんどくさい。

51 よくわからないから。

52 めんどくさいから。

53 よくわからないから。

54 めんどくさい。

55 何が選挙でいいのか分からないから。

56 誰に投票したらいいのかわからないから。

57 政治についてあまり知らないから。

58 誰を信用したらいいかわからないから。

59
出かけているときに、たまに選挙の話を聞いたことがあるが、あまり内容がわからないの

で、誰に投票すればいいのかわからないから。

60 人混みが苦手だから



Q５：若者が選挙に行かない理由は何だと思われますか？(複数可)

「その他」の意見

1 興味がない人が多いからだと思います。

2 投票がスマホでできないから

3 任せたいと思える人がいないから

4

若者にとってメリットになるような公約がないことや、呉市をよくすると言いながら、どの

ように良くなったのかが明確でなく、議会を視聴しても反論や具体例を求めることしかして

おらず、それのどこが呉市をよくすることにつながっているのかがわからないからです。

5 選挙に行って改革をさせる必要がないくらいの生活ができているから。

6
投票したところで、日本は高齢者が多いから若い人の投票はなかなか通されないと思ってい

るから。

7 投票に行くのが面倒だから。

8 似たような政策をする人がいるので、誰を選んだらいいのか分からないから。

投票すらしていないのに、どうせ何も変わらないと思っていたり、

選挙や政治を自分ごととして考えず行かなくてもいいと思っている人がいるから。

政治に関わる方の信用が失われつつあり、誰に投票しても何も変わらないという

現実が見えているから。

11 たかが一票だから

12

これは「投票しても何も変わらない」に含まれるかもしれないが、知人の中に「立候補者は

選挙期間に言うだけ言って、いざ当選するとその通りに政策を行わない」と言う意見があ

り、そもそもの政治家に対する信頼が損なわれていることも選挙に行かない理由になってい

るのではないかと思った。

13 政治へ興味がある人が少ないから。

14 めんどくさいから

15 興味がないから

16 めんどくさかったり、どうでもいい、関係ないと思う人が多いから。

17 誰に投票すればいいかわからないから

18 立候補者がつまらない

19 忙しくて時間がない

20 興味がない、面倒くさいなど

21 めんどくさいから、興味がないから

22 自分の求めている政策の政治家がいないから

23 投票して、何か変わるような真剣な政治をしているように見えないから。

24 有権者という自覚が薄く、選挙の優先度が低いから。

25 選挙ポスターの人の写真と候補者がポスターのイメージと違うから

26 わざわざ選挙に自分の足で行かないといけない

9

10

別 紙 ２



27 日本の人口構成的に若者は少数派だから

28 政治に興味がない、行くのがめんどくさい、どこに入れたらいいのかわからない

29 面倒くさいから

30
政治を自分に関係ないものとして捉えているのと、新聞などをとらない、読まないから立候

補者の情報が具体的に入って来ない

31 強制ではないため単に面倒くさいと感じると行く必要性が低いと判断するから

32 めんどくさいとか、他にしたいことがあるとか

33
どうせ政治家なんてなることが目的で、なってしまえば何もしなくてもお金がもらえる職業

ですからね

34 政治に対して、意欲を持とうとしないこと

35 この人になら政治を任せられるという立候補者がいない

36 政治に対する興味がない

37 投票したいと思う人がいない

38

投票所に行く時間を面倒だと思う人が一定数いると思うが、ネット投票なら，投票率は確実

に上がると思う。

また、今どき、紙投票で集計するのは時間コストもかかってしまうのでは

39 高齢者が多く選挙に行っていて自分の1票は意味が無いと感じるため。

40 党など、政治についてよく知らない

41 投票したい政治家、政策が無い。

42 面倒臭いから。

43 投票がめんどくさい

44 政治家の政策が投票率が高い高齢者に偏り、若者の意見が通りにくくなっているから。

45 めんどくさいから

46 全員一緒

47 関心がないから

48 年配の人がやればいいと思っているから

49 政治不信、政治が国民に沿っていない、価値観がかけ離れている

50 面倒だから。

51 めんどくさい

52 堅苦しいイメージしかない

53 選挙をする場所まで行くのがめんどくさい

54
各個人で差はあると思いますが、求められるスキル全体の上昇や社会に対する希望のなさ

を、どこか薄々と感じて、選挙以外も含めて現実逃避に近い状態になっているのだと思う。

55 時間がない

56 高齢者が多く選挙に行っていて、自分の1票は意味が無いと感じるため。



57

これは「投票しても何も変わらない」に含まれるかもしれないが、知人の中に「立候補者は

選挙期間に言うだけ言って、いざ当選するとその通りに政策を行わない」と言う意見があ

り、そもそもの政治家に対する信頼が損なわれていることも、選挙に行かない理由になって

いるのではないかと思った。

58 政治家に対する不信感や老人などを優先する人が多いから。

59
各個人で差はあると思いますが、求められるスキル全体の上昇や社会に対する希望のなさを

どこか薄々と感じて、選挙以外も含めて現実逃避に近い状態になっているのだと思う。

60 政治家がどれも腐っていて選びたくないから。

61 単にめんどくさいと思う人が多いのではないか。

62 投票しに行く時間がない。

63 選挙に興味がない、投票しても前任や高齢者向けの政治家が受かるから投票する気が失せる。

64 そもそもニュースや新聞を熱心に見る人、いわゆる政治に関心がある人が少ない。

65 めんどくさいから。

66 行くのがめんどくさいから。

67 自分の考えに会う人がいない。

68
老人たちを優遇するような政治家いることや、政治家が国会などで居眠りしていることなど

による不信感。

69 議員の居眠りなど政治的に信用できない点が多い。

70

若者にとってメリットになるような公約がないことや、呉市をよくすると言いながら、どの

ように良くなったのかが明確でなく、議会を視聴しても、反論や具体例を求めることしかし

ておらず、それのどこが呉市をよくすることにつながっているのかがわからないからです。

71 強制じゃないからめんどくさくて行かない

72 あまり身近に感じないから。

73 選挙、政治に興味がない

74 政治がどれだけ重要かが、いまいちわかっていない。

75
どの政党にも魅力を感じない。大人はみんな口だけで、実行に移してくれない、希望が持て

ない。

76 めんどくさい。

77 政治家がいろいろと悪いことをしているというニュースをよく見て信用できないから。

78 投票に行く時間がない。

79 政治家が睡眠やゲームなどの問題がよくニュースに流れてくるから。

80 面倒だから。

81 いくまでがめんどくさい。

82 わざわざ行くようなものではないと思うから。

83 自分が投票したいと思う立候補者が居ないから。

84 投票に行くのが面倒だから。

85 似たような政策をする人がいるので、誰を選んだらいいのかわからないから。



86
投票してすらいないのに、どうせ何も変わらないと思っていたり、選挙や政治を自分ごとと

して考えず、行かなくてもいいと思っている人がいるから。

87
政治に関わる方の信用が失われつつあり、誰に投票しても何も変わらない現実が見えている

から。

88 めんどくさかったり、どうでもいい、関係ないと思う人が多いから。

89 誰に投票すればいいかわからないから。

90 立候補者がつまらない。

91 忙しくて時間がない。

92 めんどくさいから、興味がないから。

93 自分の求めている政策の政治家がいないから。

94 投票して、何か変わるような真剣な政治をしているように見えないから。

95 有権者という自覚が薄く、選挙の優先度が低いから。

96 選挙ポスターの人の写真と候補者がポスターのイメージと違うから。

97 政治を自分に関係ないものとして捉えている。

98 強制ではないため、単に面倒くさいと感じると行く必要性が低いと判断するから。

99 めんどくさいとか、他にしたいことがあるとか。

100
どうせ政治家なんてなることが目的で、なってしまえば何もしなくてもお金がもらえる職業

ですからね。

101 この人になら政治を任せられるという立候補者がいない。

102 新聞などをとらない、読まないから立候補者の情報が具体的に入って来ない。

103 投票したいと思う人がいない。

104 投票所に行く時間を面倒だと思う人が一定数いると思う。

105 そもそもニュースをあまり見ず、政治に興味が無いため。

106 党など、政治についてよく知らない。

107 投票したい政治家、政策が無い。

108 面倒臭いから。

109 興味がない

110 政治に興味がない。

111 めんどくさい。

112 投票がめんどくさい。

113 政治家の政策が、投票率が高い高齢者に偏り、若者の意見が通りにくくなっているから。

114 全員一緒。

115 関心がないから。

116 年配の人がやればいいと思っているから。

117 政治不信、政治が国民に沿っていない、価値観がかけ離れている。

118 面倒だから。

119 めんどくさい。

120
投票したところで、日本は高齢者が多く、若い人の投票はなかなか通されないと思っている

から。

121 堅苦しいイメージしかない。



122 選挙をする場所まで行くのがめんどくさい。

123 政治家に中国の犬(売国奴)が多いから。

124 時間がない。

125 選挙に行くのがめんどくさい。



Q６：若者が選挙に行くようになるためには、

 どんなことが必要・あったらいいなと思われますか？

「その他」の意見

1 投票したら賞品

2 ネットでやれたらいい

3 中学生から選挙権を持てるようにする　　　

若者より老人の方が多くて若者の投票した人が当選しにくいから

老人の一票を2分の1票にする

5 投票をすると何か特典(商品券など)がもらえるようしたり、 

6 政治について身近に感じられるようにすること

7 信用を取り戻す取り組みをすれば、若者は戻ってくると思います。

8 投票したら図書カードやティッシュなど何かもらえる

9 ご褒美

10 SNS

選挙について、投票の仕組みや投票しなかった場合どうなるのかといった

疑問になりがちな点を漫画にまとめ、わかりやすくした形で発信する

12 投票したら何か商品がもらえるなどあればいいと思う

13 なにかもらえるようにする 

14 目に見えるメリットがあればいい

15 ネット投票ができるようにする

16 選挙で人が変わっても何が変わるのかわからない

17 投票したくなるような政治をする政治家が出てくれば良い

18 選挙割を支える施設の増加

19 インターネットで投票できるようにする

20 ネットで投票する

21 学校などで政党の情報などを総合的な学習などで学ぶ機会を作る

22 スマホ投票

全体の人口に対するその年齢の人口の割合によってポイントを定め、

年齢による不平等をなくす

24 全体的に回答を明確にして複雑にならず、過程が複雑でも結果は単純なもの

25 政治家がもっとちゃんとする

26 政治家が国民である私たちに大人としても見本を見せてほしい。

国会で寝ている印象しかない政治家に希望も持ってないし、

そんな政治家に投票し続ける

お年寄りにも希望がない。そんな大人たちを見て日本は変わらないと

分かっているから。

11

4

23

27

28
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政治家がスキャンダルを起こさない。もっと身近で親しみを持てる政治家が

いても良いと思う。

30 若くてちゃんとした政治家の台頭

31 ネットでの投票があれば投票はしやすいと思います。

32 本当に呉市を良くするために必要な公約をし、実行できる方がおられることです。

33 政治家を知りたくなるようなものを作る

34 政治家の人たちがきちんと国民の意見を取り入れて真っ当な政治をして

35 信用を得られるようになったら選挙に行くと思う。

立候補者がどんな政策を掲げているのかをどこで知れるのかという情報。

難しい言葉ではなく、若者でも分かりやすく書かれていたら、

知って投票しようという気になれると思う。

日本の教育上、選挙について知る機会がほとんどないため

何をしていいのか分からない。

38 若者と高齢者の割合を一緒にする

39 選挙に参加すると特典がもらえる

40 若者のための政治をする。

41 選挙に行くことで日常生活に何か得になることがあればいいと思う

42 政治に関する知識をつける場、現在の政治の状況

高齢者の人口が多いせいで若い人の意見が反映されていないように感じるため、

人数の少ない世代の投票数を希望者のみ1人1票ではなく、

1人2票分の票が入るようにする。

44 政治家に対する悪印象をどうにかする

45 強制

46 まともな立候補者

47 投票しなかったら罰金

48 ネット投票 やっているところはやっている

49 自分の意見が政治に反映される感覚

50 若者中心の政策

51 何か粗品を上げるなどの対策

52 国民民主党を広める。

53 高齢者を政治から排除する（被選挙権、投票権の上限を設定）

54 立候補者が、主に何をアピールしているのかをまとめたサイトや選挙関係のパンフレット。

55

今のところ、投票しても何か貰えるわけではないから、選挙に行きたくないと思う人

が多いと思う。なので、３回連続選挙の投票に来た人は、500円分のクーポンを渡す

といった報酬があっても良いと考えます。

56 外国みたいに選挙に行くと、何か旨みがあるような制度にしたらいいと思う。

57
政治に関して、めっちゃくちゃ分かりやすいアニメ放送したり、動画を作ったりした

らいいと思う。

58 政治家のお金の問題や政治に対する不信感をなくすべし。

37

43

36

29



59
世代ごとで人数のばらつきがあるので、一票の価値が同じになるように、割合のバラ

ンス調整を行う。

60 SNSでの投票。

61 ネットなどを使って若者の目に入りやすいものを使って発信する。

62 裏金無くしてクリーンな政治をすればいいと思う。

63 若者のために、何かしようとしてくれる人が立候補していると行きたくなる。

64 ネット投票を開設する。

65 「興味がない」は理由にならない（してはいけない）と思う。

66 周りが行かないから。

67 特典を。

68 年齢や経験に囚われず、活気があり未来を描ける政治家が当選すればいい。

69 役立つと思ったら。

70 お金もらえる。

71 政治についてよくわからないから。

72 ネットで投票できるようにする。

73 選挙に行ったことによって得る、お得なことがあれば。

74 比較的に良い政治家。

75 まともな政治家、候補者が必要。

76 投票に行ったら特典がある。

77 スマホでの投票。

78 ネット投票を開設する。

79 オンライン投票。

80 若者が今の日本の政治にもっと不満を持つようにする。

81
政治家が自分の利益だけを得ようとするのではなく、住んでいる皆のことを考えて政

治をして欲しい。

82 義務化。

83 政治家の汚職事件を完全になくす。そもそも政治家を信頼していないから。

84 選挙に行ったら特典があればいいと思う。

85 投票したいと思える人がいないから。

86 投票すると景品がもらえる。

87 選挙の投票がどれくらい重要なのかを理解すること。



「はい」の意見

1 はい 日常生活の困り事を言う機会があれば問題を少しでも解決できると思ったから。

2 はい 改善するなら請願したい

3 はい
民主主義を活用しきらないと民主主義国なのに損していると思うから。

できることは全部やる

4 はい
まだ18歳になっていない私たちでも唯一社会に意見を述べることができる

貴重なものだから。

5 はい とてもそう思う

6 はい 世の中がよくなるために必要だから

7 はい この町を良くしたいから

8 はい 少しでもよりよくなったら嬉しいから

9 はい 困りごとは解決して欲しいから。

10 はい イオンとかデパートつくってほしいから

11 はい 問題にもよるが住みやすくなるから

12 はい 困り事が解決できるかもしれないから

13 はい デパート作って欲しい

14 はい 遊べるような面白い場所が無いので作って欲しい

15 はい 暮らしの中の不便なところを改善して欲しいから。

16 はい 住み心地の良い町にしたいから

17 はい 身近な問題を改善してもらえる機会があるなら参加したいと思うから。

18 はい より良くしたいから

19 はい 自分の家の近くに今にも壊れそうなくらい植物の生えた建物があるから

20 はい 要望が通るかもしれないから

21 はい 家の近くにスーパーをつくってほしいから

22 はい 身近な困っていることを直して欲しいから

23 はい 家族と行ってみたい

24 はい
請願というのを初めて知ったけど、

街がよりよくなっていくには良い制度だと思ったから

25 はい
町の問題[犯罪など]の増加などいろいろと増えていくことがある。

それを防ぐために、請願することが一番だと考える

Q7：『あなた』や住民の声を届ける方法として、「請願」(まちの問題・生活の困り事などについて意見

や希望を表明すること)があります。あなたは「請願」をしてみたいと思いますか？
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26 はい

広島の呉は高齢者が多く、また自動車などを有してない交通弱者もまた非常に多いです。呉

は地形的に坂ばかりの、徒歩で行動する高齢者にとって地獄のような環境であり、町おこし

のイベントもすくないです。

なので、もう少し地域を盛り上げ、少しでも活気を取り戻せるような活動を頻繁に行うべき

27 はい 選挙権がない学生や、まだ仕事についていない若者の意見を伝えることができるから。

29 はい 意見を言わないと何も変わらないから。

30 はい
住んでいるからこそわかる悩みや問題があると思うので

そういったことを知ってもらうためにもしてみたいと思います。

31 はい それで何か悪い所が変わるなら使った方がいいから。

32 はい
困っていることがあったら市が解決できることなら個人でやるよりも

市が解決したほうが早いから

33 はい 住民が暮らしやすくなるのはいいことだと思うから

34 はい 請願することで自分の意見が伝わったら何か変わるかもしれないから。

35 はい 老人だけが牛耳った世界になんか住みたくない、。

36 はい 困っていることが解消されたら住みやすい街になって人口が増える

37 はい 施設の活用方法などについて意見がある。

38 はい したーーーーーい！！

39 はい より国民の声が届くから

40 はい いいことだから

41 はい 自分だけでなく、地域の人がもっと呉を好きになると思うから。

42 はい 不満があるのに言えないのはおかしいから

43 はい
とりあえず、困ってることは全部言っておけば、

反映されるかもしれないから。数打ちゃ当たる。

44 はい 必要になったら

45 はい もし請願したことが通るのであれば、素晴らしいと思うから。

46 はい 町を良くしたいから

47 はい 何か問題があったらいけないから。

48 はい 実際に変わったことがあると学んだから



「いいえ」の意見

1 いいえ 難しいと思ってしまうからです。

2 いいえ 手続きが大変そうだから。

3 いいえ 今住んでいる場所にこれといった不満はないから。

4 いいえ 具体的な困りごとがわからないから

5 いいえ 困ったことを言っても採用されないから。

6 いいえ 自分には請願するものがないから。

7 いいえ よくわからないから

8 いいえ 市議会議員とのつながりがないうえに手間がかかるため。

9 いいえ 議員に依頼して、何も変わらないから

10 いいえ 実現されるまで時間がかかるから

11 いいえ 今は困り事が無いので、いいえを選択しました。

12 いいえ 自分は特に困り事がなく満足してるため

13 いいえ 申請とか大変そうだから

14 いいえ 請願して何か変わった事例がないから

15 いいえ 意見を表明しても正直それが実現するとは思えないから。

16 いいえ

現状別に生活に困っていることもなく快適に暮らしているので請願することはないかなと

思ったから。でもいざ生活に困っても「請願」と聞くと堅苦しそうだし、相当のことでない

限りは役所に電話で済ませようとするかなと思った。

17 いいえ
呉市の現状には多少は不満があるものの、若者が意見を述べたところで呉市議会議員には高

齢者が多く、意見が若者目線から反映されるとはとてもと言っていいほど思えないから。

18 いいえ
希望表明したところで、何も変わらないと思うから。(みんなの意見が通るわけじゃないで

すし。)

19 いいえ 市の職員の対応が柔軟ではなさそうだから却下されたりすると思うから

20 いいえ
呉市には不便で、変えて欲しいことがたくさんあるけど、請願というのがよくわかっていな

いから。

21 いいえ どこですれば良いのかわからないから

22 いいえ 請願の仕方を知らないから。

23 いいえ 家族は大事だケド地元愛は無いし何ならどうでもよく感じてしまう。

24 いいえ
請願が何かわからない

その程度の知名度で何ができるというんだ

25 いいえ 請願したって意味がないから

26 いいえ やり方がわからないから

Q7：『あなた』や住民の声を届ける方法として、「請願」(まちの問題・生活の困り事などについて意見や

希望を表明すること)があります。あなたは「請願」をしてみたいと思いますか？


